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和歌山県白浜町沿岸へのオウムガイ(オウムガイ科)

の漂着記録4例
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Shin Kubota, Yoshiro Kashiyama, Taiji Yamamoto, Hidetomo Tanase,

Hiroshi Minato and Yasuo Koyama: Four records of Nautilus pompilius (Nautilidae)

stranded in coasts of Shirahama town, Wakayama Prefecture, Japan

熱帯性のオウムガイNautiluspompiliusの貝殻は,多数

の隔壁に仕切られガスのつまった気房があることにより

死後に海表面に浮き上がり,暖流に乗って長距経を運ば

れ(死浮遊性),わが国の中部以南の沿岸各地に漂着する

ことがある(小畠・加藤, 1987;中西, 1990, 1999;石

井, 1999)。 1843年から2009年までの期間中,わが国に

漂着した記録の中には紀伊半島沿岸への20例ほどの漂

着・漂流例も含まれ,御坊市から古座町までの各地で発

見されている(港, 1965;浜田, 1965, 1966;小山,

2009)。今回, 2009年に久々に本種の貝殻1個が和歌山

県白浜町沿岸に漂流しているのが山本泰司により発見さ

れ,田名瀬英朋と樫山嘉郎により1970年以降に収集され

ているこの海域-の未報告の3個体もあわせた4例の漂

着(表1)について報告をする。なお,京都大学瀬戸臨

海実験所付近-1997年から2002年までの5年間(久保

田・小山, 2002),およびそれ以降の2009年12月下旬に

至るまでに(久保田, 2006,未発表データ)漂着した頭

足類の死殻の記録(1日2科2属6種)の中に本種は入っ

ていない。

白浜町沿岸海域では1928年頃にエビ刺し網にかかっ

た住房が損失した貝殻の初記録後, 1937年頃に2個体目

が(詳細な記録なし),続いて1947年頃の9月に住房が損

失した貝殻が3個休日として発見された(湊, 1965;演

田, 1966)。これ以降の記録がなされていないが,下記に

示すように,今回, 4個体の記録(表1)を入手できた。

それらは2009年より過去半世紀にさかのぼる記録で,末

記録の1960年代だけを除くこの期間中に,丁度10年に1

回程度の漂着の記録となった。これら4個体中, 3個体

が10月に発見されているのが注目される。同様に, 1920

年代から1950年代までに発見された3個体についても,

10年に一度の発見であったことから,新旧の約40年間ず

つの本海域への漂着頻度はほぼ同じであるといえる。

表1和歌山県白浜町沿岸へ1970年代以降に漂着・津流したオウムガイの貝殻の未報告4例.

Table. 1. Unreported stranding or drifting records of shells of Nautilus pompilius in coasts of Shirahama town,

Wakayama Prefecture, Japan since 1970 s.

発見日発見場所・状況住房の破損標本の保管

DatesfoundSitesfound・circu-stances-,
。fsh呂igchamber.-
.6DepositoryofspecimensOct. 8, 1970　　　瀬戸湾内打上　　　　　　　　　　　　　　　　　　わずか　　　　　　　田名瀬英朋*

Oct. 30, 1981　　京都大学瀬戸臨海実験所畠島打上　　　　　　　　　なし　　　　　　　樫山　義郎

Oct. 4, 1995　　　京都大学瀬戸臨海実験所北浜洞門打上　　　　　　　甚大　　　　　　　樫LLI　嘉郎

Aug. 21, 2009　　京都大学瀬戸臨海実験所北浜洞門前を漂流　　　　わずか　　　　　　　久保田　信

*東京大学へ貸出中
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図1和歌山県西牟婁郡白浜町へ1981年から2009年までに漂着・漂流中の
3個体のオウムガイの貝殻.

Fig.1. Three specimens of Nautilus pompilius stranded or drifting in coasts of

Shirahama town, Wakayama Prefecture, Japan during 1981-2009.

今回の4標本のうちで,貸し出し中のために標本写真

を提示できなかった1個体については,同定不能種を含

め4種の付着生物を確認しているので,数ヶ月の漂流が

推測される。残りの3標本(図1)は,貝殻の間口部分

である住房が大きく破損している1個体と破損がほとん

どなかった2個体からなり,後者は何度も磯浜などの漂

着を繰り返さないで当地へ流れ者いたものだろう。住房

の破損が激しい古い2標本にはコケムシ類やカキ類が付

着していたが(浜田, 1966),今回の3個体とも付着生

物はみられなかったので,少なくとも住房の破損がない

2個体は長期間(数ヶ月から1年未満)かけて運ばれた

ものではないだろう。
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